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「
陶
板
の
道
」
は
、
坂
村
真
民
記
念

館
の
横
か
ら
砥
部
町
陶
芸
創
作
館
に
つ

な
が
る
、
全
長
五
百
メ
ー
ト
ル
の
砥
部

焼
の
陶
板
が
敷
き
こ
ま
れ
た
遊
歩
道
。

上
り
詰
め
た
所
に
あ
る
の
が
陶
祖
ヶ
丘

で
、
砥
部
焼
の
歴
史
を
彩
る
人
物
を
讃

え
る
碑
が
並
び
、
江
戸
時
代
か
ら
始
ま

る
砥
部
焼
の
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
秋
本
番
、
沿
道
の
大
イ

チ
ョ
ウ
や
モ
ミ
ジ
も
色
づ
き
、
砥
部
焼

陶
板
と
紅
葉
の
コ
ラ
ボ
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

陶
板
の
道

～
砥
部
町
の
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
～

（
伊
予
郡
砥
部
町
）
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令
和
６
年
度
中
国
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
会
愛

媛
大
会
を
９
月
５
日（
木
）Ａ
Ｎ
Ａ

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
松
山
に

て
開
催
し
、「
愛
紡
ぎ　

秋
の
宴

に　

媛
が
咲
く
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、
中
四
国
各
県
よ
り

４
６
５
名
の
部
員
が
集
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
は
、
壷
内
会
長
の
開
会

宣
言
で
始
ま
り
、
中
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
商
工
会
女
性
部
連
合
会
連
絡
協

議
会
末
若
会
長
か
ら
主
催
者
挨

拶
、
村
上
県
連
会
長
か
ら
歓
迎
挨

拶
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

四
国
経
済
産
業
局
長
、
全
女
性
連

竹
中
会
長
等
ご
来
賓
の
方
々
よ
り

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
中
四
国
９
県
の
代
表

者
に
よ
る
主
張
発
表
大
会
が
行
わ

れ
、
本
県
代
表
の
久
万
高
原
町
商

工
会
女
性
部
の
土
居
千
枝
さ
ん

は
、
中
学
校
に
講
師
と
し
て
携

わ
っ
た
「
ま
な
び
学
習
」
と
の
出

会
い
や
自
分
達
で
栽
培
し
た
手
揉

み
番
茶
に
つ
い
て
発
表
し
、
最
優

秀
賞
に
は
、
夏
祭
り
を
開
催
す
る

等
商
店
街
活
性
化
の
事
例
に
つ
い

て
発
表
さ
れ
た
香
川
県
代
表
琴
平

町
商
工
会
女
性
部
の
羽
藤
裕
子
さ

ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

愛媛県代表 久万高原町商工会女性部
土居　千枝さん

　

基
調
講
演
で
は
、
西
条
市
出
身

の
テ
ノ
ー
ル
歌
手 

秋
川
雅
史
氏

を
お
招
き
し
、「
夢
の
あ
る
人
生
」

と
題
し
て
、
夢
は
言
葉
に
す
る
こ

と
で
周
り
の
人
も
応
援
し
て
く
れ

る
よ
う
に
な
り
、
皆
が
同
じ
目
標

に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
こ
と
が

出
来
る
等
、
夢
を
持
ち
続
け
る
こ

と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

テノール歌手　秋川　雅史 氏

清水五つ鹿踊り

　

交
流
会
終
了
後
、
２
会
場
に
分

か
れ
て
懇
親
会
を
開
催
し
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
で
は
県
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
鬼
北
町
の

清せ
い

水ず
い

五
つ
鹿
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
県
女
性
連
壷
内
会
長
に
よ

る
開
会
挨
拶
の
後
、
中
村
県
知
事

等
ご
来
賓
の
方
々
よ
り
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

県女性連壷内会長中村県知事

　

そ
の
後
、
砥
部
町
の
お
祭
り
屋

た
ね
鼓
、
松
野
町
の
鬼
城
太
鼓
に

よ
る
迫
力
あ
る
演
奏
で
会
場
を
盛

り
上
げ
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
伊
予

鉄
グ
ル
ー
プ
連
に
よ
る
元
祖
野
球

拳
を
参
加
者
全
員
で
踊
り
、
部
員

同
士
で
交
流
を
深
め
な
が
ら
大
盛

況
に
終
わ
り
、
参
加
部
員
は
笑
顔

で
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

各
県
の
女
性
部
員
が
一
堂
に
会

す
る
こ
と
が
で
き
、
参
加
し
た
女

性
部
員
は
、
改
め
て
女
性
部
活
動

の
意
義
を
考
え
、
女
性
部
組
織
へ

の
帰
属
意
識
を
再
認
識
す
る
と
と

も
に
、
こ
れ
か
ら
の
女
性
部
活
動

へ
の
意
欲
を
高
め
る
有
意
義
な
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

愛媛県スタッフによる集合写真

経
営
支
援
事
例
発
表

県
大
会
開
催

　

９
月
14
日（
土
）、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ

ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
松
山
に
て
、

経
営
支
援
事
例
発
表
大
会
が
開
催

さ
れ
、
県
内
１
４
０
名
の
職
員
が

参
加
し
ま
し
た
。
各
支
部
代
表
４

名
に
よ
り
創
業
や
新
事
業
展
開
等

の
発
表
が
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
に

は
生
花
店
が
展
開
す
る
カ
フ
ェ
事

業
に
つ
い
て
発
表
し
た
愛
南
町
商

工
会
梶
原
経
営
指
導
員
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
の
講
演
で
は
、

職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い

て
学
び
、
情
報
交
換
会
で
は
職
種

を
越
え
た
親
睦
交
流
が
図
ら
れ
ま

し
た
。

　

梶
原
経
指
は
、
10
月
21
日（
月
）

に
高
知
県
で
開
催
さ
れ
た
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
に
愛
媛
県
代
表
と
し

て
出
場
し
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

梶原経営指導員

令
和
６
年
度
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会

女
性
部
交
流
会　
愛
媛
大
会

女
性
部
を
通
じ
た
資
質
向
上
と
人
脈
形
成
、
視
野
拡
大
と
地
域
振
興
を
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中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会

青
年
部
交
流
会
広
島
大
会

　

令
和
６
年
度
中
国
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
交
流
会
が

10
月
２
日（
水
）、「
繋
～
人
・
想
い
・

恩
～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
大
ホ
ー
ル
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
青
年
部

員
約
７
０
０
名
が
一
堂
に
会
し
、

本
県
か
ら
は
86
名
の
部
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
香
川
県
青
連
の
大

会
実
行
委
員
長
挨
拶
の
後
、
主
催

者
挨
拶
、
全
国
連
越
智
俊
之
顧
問

や
全
青
連
夏
堀
会
長
の
祝
辞
が
あ

り
ま
し
た
。

吉田三間商工会青年部の髙山さん

　

主
張
発
表
大
会
で
は
、
本
県
か

ら
吉
田
三
間
商
工
会
青
年
部
の
髙

山
雄
輔
部
員
が
「
災
害
復
興
か
ら

見
え
た
青
年
部
の
絆
と
新
し
い
地

域
振
興
の
可
能
性
」
と
題
し
、
平

成
30
年
西
日
本
豪
雨
災
害
の
経
験

を
通
し
て
、
青
年
部
の
絆
を
活
か

し
た
新
し
い
地
域
振
興
の
在
り
方

や
青
年
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
想

い
に
つ
い
て
発
表
し
、
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

髙
山
雄
輔
部
員
は
、
11
月
27
日

（
水
）に
大
阪
府
で
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
に
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

会場内にて愛媛県青連　集合写真

　

記
念
講
演
で
は
、
有
限
会
社
ク

ロ
フ
ネ
カ
ン
パ
ニ
ー
の
代
表
取
締

役　

中
村
文
昭
氏
に
よ
る
「
出
会

い
を
活
か
せ
ば
商
売
の
道
は
開
け

る
。
人
の
ご
縁
で
で
っ
か
く
生
き

ろ
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
約
35
年
前

に
上
京
し
現
在
ま
で
の
経
験
か

ら
、
人
生
と
は
何
を
や
る
か
で
は

な
く
、「
何
の
た
め
に
や
る
か
」

と
い
っ
た
考
え
方
で
物
事
に
取
り

組
む
姿
勢
の
重
要
性
を
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
連
絡
協
議
会
旗
引
継

ぎ
で
は
、
香
川
県
か
ら
次
年
度
開

催
県
で
あ
る
山
口
県
に
し
っ
か
り

と
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
他
県
青
連
と
積

極
的
に
交
流
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
に
努
め
た
こ
と
で
、
青
年

部
の
連
携
が
よ
り
一
層
強
化
さ
れ

ま
し
た
。

　

県
青
連
セ
ミ
ナ
ー

　

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
、

９
月
10
日（
火
）に
令
和
６
年
度
県

青
連
セ
ミ
ナ
ー
を
え
ひ
め
共
済
会

館
に
て
開
催
し
、
青
年
部
員
27
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

県
青
連
セ
ミ
ナ
ー
は
、
青
年
部

員
の
経
営
力
向
上
や
新
事
業
展
開

を
目
的
と
し
、
愛
媛
県
内
の
青
年

部
員
を
対
象
に
毎
年
度
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

講
師
に
は
、
合
同
会
社
日
本
空

撮
の
佐
野
貴
彦
氏
と
株
式
会
社
ス

カ
イ
・
ジ
ョ
イ
ン
ト
の
代
表
取
締

役　

程
内
琢
磨
氏
を
お
招
き
し
、

「
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ド

ロ
ー
ン
導
入
の
プ
ロ
セ
ス
や
事
業

へ
の
活
用
方
法
、
利
用
に
あ
た
っ

て
の
注
意
点
等
を
学
び
ま
し
た
。

セミナーの様子

　

参
加
者
か
ら
は
、
ド
ロ
ー
ン
の

可
能
性
や
有
効
な
活
用
方
法
を
考

え
、
事
業
等
に
も
取
り
入
れ
て
い

き
た
い
、
こ
の
よ
う
な
研
修
は
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
今
後

も
積
極
的
に
参
加
し
た
い
等
の
受

講
に
対
し
て
前
向
き
な
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

講師を囲んだ集合写真

中
小
・
小
規
模
事
業
者
向
け

人
手
不
足
対
策
セ
ミ
ナ
ー

　

商
工
会
連
合
会
は
、
９
月
19
日

（
木
）Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
松
山
に
て
、
人
手
不
足
解
消

を
課
題
と
し
て
抱
え
る
県
内
中

小
・
小
規
模
事
業
者
を
対
象
と
し

た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
㈱
ト
ラ
イ

デ
ン
ト
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
代
表

取
締
役
石
原
昌
洋
氏
か
ら
、「
中

小
・
小
規
模
事
業
者
に
お
け
る
人

材
獲
得
と
定
着
へ
の
着
想
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
中
小
・
小
規

模
事
業
者
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

人
材
を
獲
得
し
、
自
社
に
定
着
さ

せ
て
い
く
か
、
実
践
的
な
事
例
を

踏
ま
え
な
が
ら
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
当
日
は
、
松
山
市
内
の
会
場

の
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加

も
あ
り
、
自
社
の
採
用
活
動
や
職

場
環
境
等
を
見
つ
め
直
す
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

セミナーの様子

青
年
部
を
通
じ
た
ビ
ジ
ネ
ス
力
向
上
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
、
視
野
拡
大
と
地
域
活
性
化
を
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令和６年12月17日（火）11：00～
えひめ防災週間（12月17日～23日）にあわせて、地震発生時の
安全確保行動の確認や防災意識の向上を図るため、
県内一斉に「シェイクアウトえひめ（県民総ぐるみ地震防災訓練）」が
実施されます。
自宅・学校・職場など、どこでも参加可能ですので、ご参加ください。

「シェイクアウトえひめ」「シェイクアウトえひめ」 にご参加下さい！

【支援概要】
人手不足解消に効果があるロボットやIoT等の製品を導入するための経費を国が補助することにより、簡易で即効性がある中小
企業の省力化投資を促進し、売上拡大や生産性向上を図るとともに賃上げにつなげることを目的とした補助金です。

「中小企業省力化投資補助金」

ポ
イ
ン
ト

【応募期間】
2024年６月25日（火）～　随時受付中！

【補助事業期間】
原則、交付決定日から12か月以内
※ 採択・交付決定は申請から概ね１～２か月

程度を予定しています。

【カタログ掲載製品（一部）】

●清掃ロボット
自動清掃ロボットが、人や障害物を避けつつ、廊下
やロビーの床面を清掃し、清掃業務の効率化を実現
します。

●券売機
券売機導入により、飲食店の注文受付を自動化し、
経理作業の効率化や現金管理業務の削減が可能とな
ります。

●オートラベラー
自動ラベル貼付により、人員削減と処理数の向上が
可能です。位置ズレやシワもなく品質不良が発生せ
ず、再作業も不要です。

◀公募要領・カタログは
　こちらから
https://shoryokuka.smrj.go.jp/

詳しくはコチラ

業
務
効
率
を
高
め
、
未
来
へ
つ
な
ぐ
。
省
力
化
補
助
金
で
ス
マ
ー
ト
な
働
き
方
を
支
援
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　商工会連合会は、全国商工会連合会が推奨するホームページ作成サービス
「グーペ」の活⽤促進の一環として、８月20日に津島町商工会にて、８月21
日に⻄予市商工会、８月27日に東温市商工会にて研修会を開催しました。
　当日は、「グーペ」サービス提供元であるGMOペパボ社の高橋理氏を講師に
迎え、商工会の担当職員とともに操作実習を行い、売上増加（D２C）や企業イメー
ジ向上へのホームページの構築・改良に取り組みました。

グーペホームページ機能操作研修会の開催（津島町・⻄予市・東温市）

研修会の様子（⻄予市商工会）

商工会で一緒に働きませんか！
事業者支援や産業振興を通じ、地域経済を元気にする仕事です。

◦勤　務　先／県内各市町にある商工会又は愛媛県商工会連合会（松山市）
　　　　　　　※本人の意向、居住地等を考慮したうえでの定期異動があります。
◦職　　　種／団体職員（一般職）
◦給料・手当／大学卒　197,300円～　※公務員に準じた内容です。
　　　　　　　扶養・住居・通勤手当、期末・勤勉手当（ボーナス・年２回）　等
◦休　　　日／原則、毎週土日・国民の祝日、年末年始、有給休暇、夏季休暇　等
◦受 験 資 格／普通自動車免許（AT限定可）、35歳未満の方

詳細はコチラから

Ｈ
Ｐ
作
成
サ
ー
ビ
ス
「
グ
ー
ペ
」
を
活
用
し
た
情
報
発
信
力
強
化
へ
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【
企
業
概
要
】

　

当
社
は
、
代
表
者
の
自
宅
に
て

完
全
予
約
制
か
つ
女
性
専
用
の
サ

ロ
ン
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　

よ
も
ぎ
蒸
し
は
自
律
神
経
の
調

整
や
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
安

定
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
が
で
き
る
と
言

わ
れ
、
体
質
改
善
を
望
む
女
性
か

ら
大
変
好
評
で
す
。

　

ま
た
、
頭
皮
を
し
っ
か
り
も
み

ほ
ぐ
し
、
上
半
身
の
緊
張
を
和
ら

げ
る
ド
ラ
イ
ヘ
ッ
ド
コ
ー
ス
な
ど

も
提
供
し
て
い
ま
す
。

【
取
組
内
容
】

　

当
初
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
の

発
信
で
し
た
が
、
新
規
顧
客
獲
得

に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
欠
か
せ
な

い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

東
温
市
商
工
会
よ
り
、
無
料
で

作
成
で
き
る
「
グ
ー
ペ
」
を
紹
介

さ
れ
る
と
と
も
に
、
作
成
ア
ド
バ

イ
ス
を
得
な
が
ら
開
設
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
定
期
的
に
更
新
し
、
さ

ら
な
る
情
報
発
信
に
頑
張
り
ま
す
。

【
企
業
概
要
】

　

当
社
は
、
国
産
小
麦
と
天
然
酵

母
を
使
用
し
、
長
期
間
発
酵
が
特

徴
の
ベ
ー
グ
ル
専
門
店
で
す
。

　

夏
に
は
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う
な

ど
自
然
豊
か
な
環
境
に
魅
せ
ら

れ
、
令
和
４
年
、
伊
予
市
双
海
町

に
移
住
し
ま
し
た
。
美
味
し
い
も

の
を
提
供
し
、
笑
顔
の
輪
を
広
げ

た
い
思
い
か
ら
、
長
年
の
夢
で

あ
っ
た
ベ
ー
グ
ル
店
を
営
ん
で
い

ま
す
。

【
取
組
内
容
】

　

創
業
以
来
、
双
海
中
山
商
工
会

の
支
援
を
受
け
て
お
り
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
開
設
に
も
至
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
度
の
グ
ー
ペ

コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
、
特
別
賞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

店内の様子

よ
も
ぎ
蒸
し
・
リ
ン
パ
ケ
ア
サ
ロ
ン M

are

代
表　

和
氣　

結
香

東
温
市
牛
渕
１
４
４
４-
３

UmiMachi（
う
み
ま
ち
）ベ
ー
グ
ル

代
表　

宮
崎　

好
弘

伊
予
市
双
海
町
上
灘
４
６
２
７-

２

Ｄ
２
Ｃ
展
開
事
業
者
の
ご
紹
介　
～
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
活
用
～

Ｄ
２
Ｃ
展
開
事
業
者
の
ご
紹
介　
～
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
活
用
～

▲HP

▲HP

リンパドレナージュの
様子

よもぎ蒸しの様子

Ｈ
Ｐ
・
Ｅ
Ｃ
構
築
ツ
ー
ル
を
利
活
用
し
、
販
路
開
拓
し
ま
し
ょ
う
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10
月
９
日（
水
）、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ

ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
松
山
本
館
４

階
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ボ
ー
ル
ル
ー
ム

に
て
駐
日
イ
ン
ド
共
和
国
大
使
館

と
愛
媛
県
主
催
に
よ
る
「
イ
ン
ド

ビ
ジ
ネ
ス
促
進
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

駐
日
イ
ン
ド
共
和
国
大
使
館
特

命
全
権
大
使
シ
ビ
・
ジ
ョ
ー
ジ
閣

下
並
び
に
愛
媛
県
知
事
中
村
時
広

氏
に
よ
る
開
会
挨
拶
が
あ
っ
た

後
、
在
大
阪
・
神
戸
イ
ン
ド
総
領

事
館
総
領
事
チ
ャ
ン
ド
ル
・
ア
ッ

パ
ル
氏
に
よ
る
「
イ
ン
ド
の
投
資

機
会
と
人
材
、
観
光
」、
株
式
会

社
ダ
イ
キ
ア
ク
シ
ス
海
外
営
業
統

括
部
海
外
営
業
部
海
外
営
業
推
進

課
課
長
佐
伯
和
男
氏
に
よ
る
「
イ

ン
ド
に
お
け
る
ダ
イ
キ
ア
ク
シ
ス

の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
」、
株
式
会
社

サ
ン
ウ
ェ
ル
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

企
画
部
部
長
渡
辺
千
晶
氏
に
よ
る

「
イ
ン
ド
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

人
材
の
活
用
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
ド
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
の
最
新
情
報
や
現
地
ビ
ジ
ネ
ス

の
可
能
性
、
県
内
企
業
に
よ
る
実

事
例
や
イ
ン
ド
人
材
の
活
用
の
ポ

イ
ン
ト
等
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

愛
媛
県
で
は
、
今
年
１
月
に
イ

ン
ド
経
済
交
流
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
派

遣
し
、
タ
ミ
ル
ナ
ド
ゥ
州
政
府
と

の
間
で
、
県
内
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス

機
会
創
出
や
人
材
交
流
を
目
的
と

し
た
経
済
協
力
に
関
す
る
覚
書
を

締
結
す
る
な
ど
、
今
後
益
々
の
経

済
交
流
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

在大阪・神戸インド総領事館
総領事 チャンドル・アッパル 氏

　

イ
ン
ド
で
の
事
業
展
開
、
市
場

調
査
、
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し
な
ど
、

ま
た
イ
ン
ド
人
材
の
採
用
を
お
考

え
の
方
は
、「
愛
媛
県
イ
ン
ド
サ

ポ
ー
ト
デ
ス
ク
」
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

イ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
促
進
セ
ミ
ナ
ー

愛
媛
県
イ
ン
ド
　
　
　

サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
は
　

こ
ち
ら
➡

IT経営サポートセンターのご案内

お問合せ先　独立行政法人中小企業基盤整備機構
経営支援部　IT経営サポートセンター事務局（TEL 03-5470-1676）

　中小企業基盤整備機構では、中小企業・小規模事業者に対して、IT分野に特化したオンラ
イン無料相談窓口を開設しております。実務経験豊富なITの専門家が、事業者の課題解決を
支援しますので、積極的にご活⽤ください。
　「もやもや型のお悩み（IT活⽤が必要なのはわかるが、具体的にどう対
応すればよいかわからない）」と「ハッキリ型のお悩み（自社のIT利活⽤
に関して、相談したい課題がはっきりしている）」、どちらのタイプもご相
談いただけます。
 詳細はこちら

愛媛県最低賃金改正のお知らせ

お問合せ先　愛媛労働局賃金室（TEL 089-935-5205）

時間額：956円（前年度より59円引き上げ）
発効日：令和６年10月13日（日）
◇ 愛媛県内に派遣されて働く派遣労働者についても適⽤されます。
◇ 最低賃金以上の賃金を支払わない場合、最低賃金法違反となります。　　　　　詳細はこちら

Ｉ
Ｔ
で
広
が
る
可
能
性
、
強
化
す
る
経
営
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商工会WEBセミナーのご案内
　愛媛県商工会連合会のホームページからご利⽤いただけます。

　ページ下部「お役立ち情報リンク集」の「経営に役立つWEBセ

ミナー」より、各種セミナーをご視聴いただけます。

ご利用方法
　ご利⽤の際には、IDとPWが必要となります。

お近くの商工会へお問合せください。

▲本会HP

夢も、希望も、学びの先にある。

上限 万円

累計
ご利用件数
600万件

以上

ご相談・お問い合わせは  教育ローンコールセンター

※土曜日、日曜日、祝日、年末年始（12月31日〜1月3日）はご利用いただけません。
　ナビダイヤルがご利用いただけない場合等は、03-5321-8656におかけください。

月～金 9：00 ～ 19：00受付時間

経
営
に
役
立
つ
各
種
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う


